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萎縮病が発症したニホンナシ「幸水」樹の解体調査 
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Ⅰ はじめに 

 
ニホンナシでは，春先の展葉が健全樹より遅れて葉が萎縮

し，葉縁に黒変した枯死部を生ずる症状が古くから認められ，

「萎縮症」等と呼ばれてきた（関本，1978）．多くの品種

で発生が認められるが，現在の主力品種である「幸水」で特

に発生が多く，大きな問題となっている． 
本症状はウイルス病に類似することや，接ぎ木伝染性が示

唆されたことから，ウイルスが病原であると推定され萎縮病

と命名された．しかし，佐久間ら（1993）は萎縮病の接ぎ

木伝染性を否定するとともに，本病が 2 種類の異なる病害

からなっていることを明らかにし，それらをヒポキシロン幹

腐病及び萎縮病と命名した．この際，ヒポキシロン幹腐病の

病原は子のう菌の材質腐朽菌 Hypoxylon serpens (Per-
soon : Fries) Kickx と同定されたが，萎縮病の病原は

Phellinus igniaris (L.ex Fr.) Quel と推定されたものの，同

定にはいたらなかった． 
千葉県で「萎縮症」と呼ばれてきたものの多くは，その症

状から佐久間ら（1993）が命名した萎縮病と推察される．

萎縮病の病原が材質腐朽菌であれば，発症した樹を解体し腐

朽の分布を調査することにより，腐朽が発症に及ぼす影響に

ついて多くの知見が得られると期待される． 
一方，森ら（2011）は萎縮病の発生程度の異なる「幸水」

園 6 園の土壌理化学性や樹体栄養を調査し，発生の著しい

園はわずかの園に比べて有効土層が浅く根域が限られるな

ど栽培に不適な条件であり，それによる樹勢低下が萎縮病の

発症に関与したと推定している．また，中村（2005）は萎

縮病が発症した樹の根部を土壌くん蒸消毒することで症状

が軽減した例から，土壌改良や根の活性化は改善効果がある

と推察している．これらの報告から，根の状態も萎縮病の発

症に影響すると考えられる． 
そこで，萎縮病の発症機構解明の一助とするため，萎縮病

を発症した「幸水」の若木について，材質腐朽の分布と側枝

別の発症程度との関係及び根系の発達状況を調査した事例

を報告する． 

なお，本調査の実施に当たり，病理研究室（現病理昆虫研

究室）の大谷徹氏には多くの有益な助言を頂いた．また，君

津農業改良普及センター（現君津農業事務所）の粂喜幸氏及

び加地成至氏には，現地生産者との連絡調整に多大な御協力

を頂いた．ここに記して深謝の意を表する． 
 

Ⅱ 材料及び方法 

 
１．供試樹の概要 
千葉県木更津市にあるナシ園（表層腐植質黒ボク土）に植

栽されている 15 年生「幸水」（7m×7m 植え，折衷式平棚

仕立て，3 本主枝）1 樹を供試した．供試樹は，1988 年に

千葉県原種農場から苗木を購入し，2 年間育成した大苗を圃

場に定植して育成した樹である．萎縮病の初発は 1999 年の

12 年生の頃であり，当初は 1 主枝のみに発症したが徐々に

他の主枝にも拡大し，調査時には 3 主枝全てに症状がみら

れた．  
２．樹体の解体調査 
解体調査は 2002 年 10～11 月に行った．樹冠の投影図を

作成したのち，全ての側枝を切除して摘葉し，萎縮病を発症

した葉数を全葉数で除して，側枝別の萎縮病発症葉率を求め

た．その後，主幹は台木との接ぎ木部を，主枝及び亜主枝は

分岐部を起点に，いずれも 20cm おきに切断して切断面の写

真を撮影し，断面積に対する腐朽部分の面積の割合を画像解

析により測定した． 
根系の調査は梅宮ら（2000）の方法に準じ，以下の手順

で行った．主幹を中心に縦横2m，深さ1mの範囲の土壌を，

深さ 20cm 間隔で採取した．根を含んだ土壌を洗面器に入れ，

水で洗い流して根を収集した．ノギスを用いて，直径 20mm
を超える根を極大根，直径10mmを超え20mm以下を大根，

直径5mmを超え10mm以下を中根，直径2mmを超え5mm
以下を小根，直径 2mm 以下を細根として分別し，新鮮重を

測定した．なお，主幹から連続する塊状の部位（根幹）は調

査から除外した．  
３．土壌調査 
解体調査終了後に，主幹から 1m 離れた位置の土壌を深さ

100cm まで 10cm おきに採取し，定法により pH 及び EC
を測定した． 
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加藤（2003）は，萎縮症が発症した 5 年生の「幸水」

の主幹及び主枝の切断面を調査し，感染のきっかけとなっ

たと思われる主幹上の傷跡から上下に腐朽が拡大してい

たが根部までは達しておらず，上部の腐朽がより広範囲で

あると報告している．また，塩田ら（2009）は，生産者

が萎縮病と判断した 22 樹を解体調査し，萎縮病に特徴的

な腐朽部分の割合は主枝分岐部に近いほど高かったこと

から，菌が感染する部位は主枝分岐部周辺と推定している．

今回の結果についてもこれらの報告と一致しており，萎縮

病の病原菌は主枝分岐部周辺から感染し，そこから上下に

腐朽を拡大させるが根には達せず，上部に広がりやすいと

考えられる． 
一方，側枝別の萎縮病発症葉率をみると，主枝先端部付

近の側枝がいずれも 20％前後と高かった．亜主枝別では，

第 2 主枝の第 2 亜主枝，第 3 主枝の第 1 亜主枝及び第 2
亜主枝に 20％前後の高い側枝が多かった．このことから，

供試樹の主枝の萎縮病発症程度は，重い順に第 3 主枝，第

2 主枝，第 1 主枝であると判断された．一方，各主枝にお

ける腐朽程度は，腐朽部分の面積割合及び長さから，第 1

主枝及び第 3 主枝で著しく，第 2 主枝は軽微であると判断

されたことから，各主枝における腐朽程度と発症程度は必

ずしも一致していなかった． 
加藤（2003）は，萎縮症が発症した主枝の切断面に存

在する変色部が，発症していない主枝の切断面にも認めら

れることを報告している．この知見からも，各主枝の腐朽

程度と発症程度が必ずしも一致しないことが窺える．中村

（2012）は，萎縮病の発病機構について，幹や太枝の材

に腐朽を起こしている病原菌が代謝物質を産生し，それが

通導組織を移行して上部の枝葉に症状を生じさせている

と推察しており，今回の供試樹も，各主枝上の側枝の発症

は，その主枝以外の腐朽部分が産生した代謝産物にも影響

され，腐朽程度と発症程度に相違が生じたのではないかと

考えられる． 
２．根系の発達状況と土壌のpH及びEC  
供試樹の根の垂直分布を第 1 表に示した．深さ 60cm ま

でに細根の 74％，全根の 92％が分布したが，深さ 80～
100cm にも細根の 10％，全根の 2％が分布していた．森

ら（2011）が調査した 6 園では，有効土層及び根の分布
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の深さが萎縮病の発生が最も多い園では深さ約 30cm ま

でであったのに対し，最も少ない園では深さ 80cm まで達

しており，深さ 60cm までに 70～80％の根が分布してい

た．これらと供試樹を比較すると，供試樹の根の分布は萎

縮病の発生が最も少ない園に近いと考えられた．また，吉

原ら（1972）は，土壌理学性の良好な洪積土壌に植栽さ

れた 9 年生「二十世紀」の根系を調査し，主幹から約 1m
以内の範囲では，深さ 60cm までに細根の 60～80％，根

幹を除く全根の 80～90％が存在すると報告している．供

試樹の根の分布はこの報告からも概ね適正な範囲であっ

たと推察される． 
土壌の pH 及び EC を第 3 図に示した．深さ 0～20cm

の pH は 7.5 であったが，深さ 40cm にかけて 5.5 まで低

下し，それより深いところではやや上昇して 6.0 程度で安

定した．ナシの好適 pH は 5.5～6.0 の弱酸性とされる（千

葉県，2009）．供試樹の植栽されていた土壌の pH は，深

さ 0～20cm では基準値に比べて高かったが，それより深

いところでは好適 pH の範囲内であった．EC は深さ 0～
20cm が 23mS/m と最も低く，徐々に上昇して深さ 80～
90cm で 42mS/m と最も高くなった．ナシの好適 EC は明

らかでないが，野菜類の土壌診断基準値は火山灰土におい

て 30mS/m 以下である（千葉県，2009）．供試樹が植栽

されていた土壌の深部はこの値に比べやや高いものの，

EC を上昇させる無機塩類や硝酸態窒素等が過剰に存在す

る状態ではないと考えられた． 
萎縮病は，病原菌が感染し材質腐朽が認められても，症

状が全く認められない場合があることから，生理的・環境

的な要因が発症に影響すると考えられている（中村，

2005）．今回の供試樹は，12 年生と若い樹齢で萎縮病を

発症しているが，根系の発達が不良であったとは考えられ

ず，土壌 pH 及び EC も特に問題のある値ではなかった．

したがって，供試樹が若い樹齢で萎縮病を発症したことを，

根系の発達状況や土壌化学性と関係づけることは困難で

あると考えられた．一方，萎縮病が発症した樹について，

細根 小根 中根 大根 極大根 全根 細根 全根

0 ～ 20 246      224      250      798      9,701   11,220 35    44    
20 ～ 40 192      182      276      397      8,950   9,996   27    39    
40 ～ 60 82        103      125      586      1,439   2,335   12    9      
60 ～ 80 114      58        70        567      811      1,619   16    6      
80 ～ 100 73        61        160      139      0          433      10    2      

707      627      880      2,487   20,900 25,602 100  100  
3          2          3          10        82        100      

注1)根径をφ，単位をmmとして，以下の基準で区分した

注1)極大根(20＜φ)，大根(10＜φ≦20)，中根(5＜φ≦10)，小根(2＜φ≦5)，細根(φ≦2)
　2)根幹は除外した

  地表からの

   深さ（cm）

合　計

割合（％）

根新鮮重（ｇ） 割合（％）

第1表　萎縮病を発症した「幸水」樹の根の垂直分布
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押田：萎縮病が発症したニホンナシ「幸水」樹の解体調査 

99 

着果負担を減らす等の処置により樹勢を強化すると症状

が緩和することが知られており，樹勢の低下が発症を助長

した可能性がある．樹勢に影響を与える要因は，この他に

も施肥量，土壌水分，新梢管理など数多く想定される．今

後はこれらの要因と萎縮病の発症との関係を調査し，発症

を抑制するような栽培管理技術を明らかにする必要があ

る． 
 

Ⅳ 摘  要 

 
萎縮病が発症したニホンナシ「幸水」の若木を解体調査

し，材質腐朽の分布と側枝別の発症程度の関係を調査した．

また，根系の発達状況や土壌 pH 及び EC を調査し，萎縮

病発症との関係を考察した．  
1. 腐朽部分の面積割合は主枝分岐部付近で極めて大きく，

そこから接ぎ木部の方向に約 60cm，主枝先端部の方向

に約 1m 離れた位置ではほとんどみられなかった．また，

各主枝における腐朽程度と萎縮病の発症程度とは必ず

しも一致しなかった．  
2. 細根は深さ 80～100cm にも分布しており，根系の発達

は概ね適正な範囲であった．また，土壌 pH 及び EC も

特に問題はなかった．したがって，萎縮病が若い樹齢で

発症した原因を，根系の発達状況や土壌化学性と関係づ

けることは困難であり，他の要因を考慮する必要がある

と考えられた．  
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